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題
し
て
漢
學
研
究
法
ご
云
ふ
、
所
謂
漢
學
に
一
一
種
の
意
義
あ
り
。
第
一
は
宋
學
に
封
す
る
漢
學
に
し
て
、
第
二
は
和
學
に
封

す
る
漢
學
な
り
。

第
一
義
に
於
け
る
漢
學
は
純
學
に
於
け
る
學
派
を
駈
別
す
る
語
に
し
て
、
消
朝
學
者
の
常
に
用
ふ
る
こ
こ
ろ
。
其
一
例
は
江

浙
の
漢
學
師
承
記
マ
J

宋
學
淵
源
記
'y.J

に
於
て
之
を
見
る
、
即
漢
學
師
承
記
は
漢
時
代
の
経
學
を
戦
承
す
る
學
者
の
偲
記
に
し
て

宋
學
淵
源
記
に
は
程
朱
學
派
の
學
者
の
博
を
記
す
0

蓋
し
淡
は
秦
滅
學
の
後
セ
承
け
て
文
藝
復
興
に
力
を
注
ぎ
し
も
、
其
初
は

僅
か
に
前
代
逍
老
の
口
偲
を
承
職
せ
る
に
す
ぎ
す
。
然
る
に
中
頃
に
及
び
師
偲
の
流
別
順
著
ご
な

b
、
加
ふ
る
に
孔
壁
の
古
文
経

等
登
掘
ゼ
ら
れ
て
奮
末
の
偲
説
に
妄
従
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
に
至
り
、
荘
に
異
派
を
折
衷
し
て
一
家
こ
な
し
、
叉
文
字
の
考
究

に
よ
り
是
非
を
決
定
せ
ん
こ
す
る
傾
向
を
生
じ
た

b°

其
折
衷
派
の
大
家
は
後
漢
の
鄭
玄
竪
郎
に
し
て
文
字
研
究
の
泰
斗
は
後

一
、
叙

説

本
篇
は
東
北
帝
國
大
學
教
授
武
内
文
學
博
士
が
前
年
某
講
習
會
に
於
て
講
演
U
ら
れ
た
ろ
を
其
の
會
に
於
て
概
要
な
筆
記
し
た
ろ
も
の
な
る
が
、
斯
學
に
従
事
す

る

t
の
に
取
り
て
有
往
の
も
の
な
れ
ば
、
今
回
同
博
士
に
請
う
て
此
に
牧
む
る
こ
さ
さ
せ
り
G

編
者
謹
識
）

漢

學

研

究

法

＜藝

懐

徳
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七

琥
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内
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雄



漠
の
許
慎
砕
加
な
b
0
其
後
三
國
六
朝
を
経
て
學
風
の
推
移
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
雨
漢
よ
り
唐
初
五
罷
正
義
の
編
纂
せ
ら
る
、

に
至
る
ま
で
許
鄭
の
學
猾
存
す
る
あ
b
°
然
る
に
五
代
を
経
て
宋
に
入
る
に
及
び
て
罷
學
は
一
大
愛
し
て
奮
末
の
師
説
に
疑
義

を
挿
み
、
荀
く
も
自
己
の
理
性
に
照
し
て
不
合
理
ご
思
は
る
ヽ
貼
は
一
々
之
を
挟
摘
し
て
新
説
を
樹
立
す
る
も
の
多
く
な
れ
り
。

欧
陽
修
が
周
易
童
子
問
を
著
し
て
従
末
孔
子
の
作
ビ
解
せ
ら
れ
た
る
易
の
十
翼
を
疑
ひ
、
朱
子
が
詩
経
の
新
注
を
公
に
し
て
古

末
説
詩
者
の
金
科
玉
條
た
b
し
詩
序
を
排
斥
せ
る
な
ざ
は
此
時
代
思
潮
を
代
表
す
る
も
の
ご
云
ふ
べ
く
殊
に
宋
の
陸
象
山
明
の

王
陽
明
が
主
観
的
内
察
を
主
こ
し
て
経
博
を
軽
視
せ
る
如
さ
は
愈
出
て
さ
愈
甚
し
き
も
の
ご
云
ふ
べ
し
。

消
の
興
る
や
朝
廷
の
方
針
こ
し
て
は
朱
子
學
を
諄
崇
せ
る
が
民
間
殊
に
楊
子
江
附
近
の
地
方
に
於
て
掘
起
せ
る
學
者
の
多
く

は
宋
明
の
學
風
に
反
抗
し
て
雨
漢
の
學
を
唱
導
し
荘
に
漢
學
マ
J

宋
學
の
封
立
を
見
る
に
至
れ
b
0
試
に
漢
學
を
簡
箪
に
説
明
す

れ
ば
「
漢
學
は
雨
漠
の
學
許
鄭
の
説
を
肉
び
文
献
の
研
究
に
重
き
を
批
け
る
に
反
し
、
宋
學
は
宋
明
の
大
偏
朱
王
の
風
を
敬
し

て
主
観
的
考
察
を
重
ん
じ
て
博
承
的
文
献
を
軽
ん
す
る
傾
き
あ
り
」
'1J

云
ふ
を
得
べ
し
°
然
b
而
し
て
本
題
目
に
所
謂
漠
學
は

こ
の
宋
學
に
到
す
る
漠
學
の
義
に
あ
ら
す
し
て
第
二
義
に
於
け
る
漠
學
也
3

第
二
義
に
於
け
る
漠
學
は
本
邦
學
者
の
命
名
せ
る
所
に
し
て
漢
土
の
文
献
を
基
礎
ぐ
J

す
る
學
問
を
総
稲
す
る
も
の
、
晩
近
支

那
人
は
之
セ
國
學
マ
J

呼
び
欧
洲
の
東
洋
學
者
は
之
を
支
那
學
ご
稲
す
0
此
の
意
味
に
於
け
る
漢
學
に
は
第
一
義
に
於
け
る
漢
學

も
宋
學
も
共
に
包
合
せ
ら
る
>
は
勿
論
｀
獨
り
続
學
の
み
な
ら
す
支
那
の
文
献
を
資
料
こ
し
て
講
究
せ
ら
る
べ
き
凡
て
の
學
問

を
包
合
す
る
も
の
な
b
o

従
末
の
漠
學
者
は
概
し
て
治
國
修
身
を
目
的
こ
し
て
學
問
を
政
治
道
徳
の
具
こ
思
惟
せ
る
も
の
多
し
、
従
て
其
所
謂
研
究
は

一
派
の
學
説
を
墨
守
し
て
異
派
を
排
斥
す
る
を
維
れ
つ
こ
む
る
が
如
く
戚
せ
ら
る
A

も
の
あ
り
。
吾
人
の
所
謂
研
究
は
之
y
J

異

に
し
て
凡
て
文
献
を
公
平
に
判
晰
し
て
、
作
者
自
身
の
本
意
を
探
求
し
著
作
嘗
時
の
祉
會
に
到
す
る
馴
係
，
笠
考
へ
其
の
結
果
を



積
重
し
て
楼
逹
の
歴
史
を
組
織
せ
ん
ご
す
る
に
あ
り
。
従
て
研
究
者
の
趣
味
が
文
學
的
方
面
に
あ
れ
ぱ
其
結
果
は
文
學
史
<
J

な

る
べ
く
｀
哲
學
的
方
面
に
存
す
れ
ば
哲
學
史
こ
な
る
べ
く
書
其
他
宗
数
史
、
法
制
史
、
美
術
史
、
文
化
史
等
其
研
究
の
方
面
は

種
々
に
賑
分
せ
ら
る
べ
き
も
、
其
研
究
的
態
度
は
自
ら
共
通
せ
ら
る
べ
し
°
吾
人
が
題
し
て
漢
學
研
究
法
こ
云
へ
る
は
こ
の
共

通
な
る
研
究
の
態
度
に
つ
き
て
賂
言
せ
ん
こ
す
る
も
の
な
b
o

二
、
翼
偽

歴
史
的
研
究
法
の
第
一
要
件
は
材
料
の
審
定
に
あ
b
°
由
末
支
那
の
文
献
に
は
個
作
の
も
の
多
く
、
洞
儒
張
之
洞
が
輸
軒
語

に
於
て
一
分
興
偽
、
而
古
書
去
其
半
"

7
分
瑕
喩
＂
而
列
朝
害
去
其
十
之
入
九
、

ご
云
へ
る
は
や
こ
過
言
の
嫌
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
偽
作
の
多
き
事
は
否
定
す
べ
か
．
ら
す
0

従
て
凡
て
の
材
料
を
軽
信
す
る
マ
」

き
は
時
代
錯
諜
の
弊
に
陥
り
て
正
嘗
な
る
判
断
を
下
し
能
は
ざ
る
に
至
る
べ
し
0

是
れ
其
館
の
黎
別
が
歴
史
的
研
究
の
第
一
要

件
た
る
所
以
也
。

支
那
に
於
け
る
文
献
の
偽
作
は
其
偽
作
の
動
機
に
よ
り
略
次
の
五
類
に
分
つ
こ
マ
J

を
得

一
、
支
那
人
の
肉
古
癖
に
よ
る
も
の

二
、
學
派
の
争
に
原
因
す
る
も
の

三
、
利
欲
の
総
に
せ
ら
る
A

も
の

四
、
他
人
を
あ
ざ
む
く
を
快
こ
す
る
も
の
'

五
作
者
が
名
を
慇
く
せ
る
為
め
に
誤
ら
る
ヽ
も
の

の

黎

別



第
一
類
賓
例
・

ィ
、
漠
書
藪
文
志
に
「
神
農
二
十
篇
」
を
鎌
し
注
し
て
「
六
國
時
、
諸
子
疾
時
怠
於
農
業
道
耕
農
事
、
託
之
神
農
、
」
と
云
ふ
。

其
害
名
よ
り
判
晰
す
れ
ば
肺
農
の
作
の
如
く
見
ゆ
る
も
其
注
文
に
よ
り
考
ふ
れ
ば
載
國
の
時
の
著
作
に
し
て
作
者
が
其
説
を

霊
か
ら
し
め
ん
が
為
に
故
ら
に
紳
農
の
名
に
託
し
た
る
も
の
こ
思
は
る
。
孟
子
膝
文
公
章
句
上
の
「
有
総
紳
農
之
言
者
許
行
」

こ
云
へ
る
一
節
を
思
ひ
合
す
に
、
此
種
依
託
の
書
は
略
孟
子
の
頃
許
行
の
徒
の
手
に
な
れ
る
も
の
な
る
が
如
し
。

叉
又
漢
書
蘊
文
志
に

黄
帝
君
臣
十
篇
起
六
國
時
、
典
老
子
相
似
也

黄
帝
説
四
十
篇
迂
誕
依
託

雑
黄
帝
五
十
入
篇
六
國
時
賢
者
所
作

9
J

あ
る
亦
其
注
文
に
よ
れ
ば
黄
帝
の
作
に
あ
ら
す
し
て
戦
國
の
作
な
る
を
想
像
す
べ
し
、
而
し
て
黄
帝
君
臣
十
篇
が
老
子
マ
J

相
似
ご
云
ひ
、
荘
子
列
子
中
に
黄
帝
の
言
を
引
け
る
な
ピ
合
せ
考
ふ
る
マ
J

き
は
其
作
者
は
老
荘
系
統
の
學
者
な
る
べ
し
0

淮

南
子
に
「
世
俗
之
人
多
尊
古
而
賤
令
、
故
為
逍
者
必
託
之
於
帥
農
貢
帝
而
後
入
説
」
ご
記
せ
る
は
此
等
の
著
作
が
支
那
人
の
尚

古
癖
に
本
＜
像
作
な
る
こ
と
を
證
朋
す
る
も
の
な

b
o

第
二
類
の
賓
例

漢
害
蒻
文
志
に
孔
子
家
語
二
十
七
篇
セ
鎌
す
れ
ざ
も
今
存
す
る
所
の
孔
子
家
語
は
魏
の
王
粛
が
注
す
る
所
に
し
て
十
怨
四
十

四
篇
に
分
ち
其
篇
敷
漢
の
時
の
も
の
と
合
せ
す
．
且
つ
肝
の
顔
師
古
は
漢
書
に
鎌
す
る
二
十
七
篇
は
今
所
有
の
家
語
に
非
す

さ
云
ひ
．
膿
記
の
業
記
疏
に
「
馬
昭
曰
家
語
王
粛
所
僧
加
」
こ
云
ひ
又
王
制
疏
に
「
家
語
先
儒
以
鳶
粛
之
所
作
未
足
可
信
」

ご
云
へ
る
な
ざ
合
せ
考
ふ
る
に
今
の
家
語
は
漢
時
代
の
も
の
に
あ
ら
す
し
て
王
粛
の
低
作
な
る
が
如
く
判
断
せ
ら
る
°
而
し

紺
I



五

て
消
儒
疱
家
相
は
家
語
正
識
を
孫
志
祖
は
家
語
疏
證
を
著
し
て
今
本
家
語
を
研
究
し
、
其
館
作
な
る
セ
證
明
し
て
よ
h
殆
ん

ざ
學
界
の
定
説

Jゞ

な
れ
り
3

王
粛
の
著
述
に
理
證
論
こ
云
ふ
あ
b
、
こ
の
書
は
家
語
を
以
て
證
撮
さ
な
し
鄭
玄
の
説
を
駁
せ

る
も
の
に
し
て
王
粛
が
家
語
を
偽
作
せ
る
は
之
に
櫨
り
て
鄭
學
の
徒
を
腿
す
る
セ
目
的
こ
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
家
語
の
偽
作

は
學
派
の
争
に
原
因
す
る
も
の
な
る
を
知
る
。

第
三
類
の
寅
例

支
那
は
革
命
の
多
き
國
に
し
て
戦
胤
に
遭
ふ
と
マ
J

に
文
献
の
滅
亡
す
る
も
の
多
く
、
而
し
て
新
興
の
王
朝
は
天
下
統
一
の
後
、

一
た
び
散
侠
せ
る
書
籍
を
集
む
る
に
カ
セ
守
立
す
を
例
ご
す
。
南
北
分
立
の
後
を
承
け
て
天
下
を
一
統
せ
る
隋
の
如
き
も
其
例

に
も
れ
す
0

隋
書
艇
藉
志
に
常
時
蒐
書
の
事
あ
り
し
セ
記
し
て
日
く
隋
開
皇
三
年
、
秘
書
監
牛
宏
表
請
、
分
逍
使
人
、
捜
訪

異
本
、
毎
書
一
怨
、
賞
絹
一
匹
、

こ
、
北
史
劉
妓
偲
又
日
く

劉
妓
字
光
伯
、
河
間
最
城
人
…

．．． 
牛
宏
賭
求
天
下
遣
逸
之
書
、
妓
遂
偽
造
百
餘
怨
、
題
為
連
山
易
魯
、
史
記
等
｀
録
上
送
官
。

取
賞
而
去
、

こ
、
彼
ご
此
こ
を
封
照
し
て
考
ふ
る
に
劉
絃
は
取
賞
の
為
め
に
古
書
を
個
作
せ
し
も
の
な
る
こ
こ
を
知
る
べ
し
°
但
妓
の
偽

作
せ
る
連
山
易
魯
史
記
は
今
博
ら
す
し
て
偽
作
の
賓
證
を
欅
げ
が
た
き
も
｀
我
國
に
存
す
る
古
文
孝
経
が
其
時
偽
作
せ
ら
れ

た
る
も
の
の
如
く
息
考
せ
ら
る
。
近
藤
正
漑
右
文
故
事
に
足
利
學
校
現
存
其
本
を
鎌
せ
る
中
に
古
文
孝
経
の
一
條
あ

b
、
日
＜

守
霊
按
一
＿
一
代
賓
鎌
消
和
天
皇
貞
観
二
年
十
月
十
六
日
制
、
此
間
學
介
孔
鄭
二
注
硲
数
授
正
業
、
廠
（
然
の
誤
か
）
其
學
徒
相
沿

盛
行
於
世
者
、
安
國
之
注
劉
妓
之
義
批
、
今
按
大
肘
玄
宗
開
元
十
年
撰
御
注
孝
経
、
作
新
疏
三
巻
以
硲
：
’
•
•
安
國
之
本
梁
胤
，

而
亡
、
今
之
所
偲
、
出
自
劉
妓
云
々



マJ
、
今
足
利
學
校
其
本
に
よ
り
て
上
梓
せ
る
版
本
に
孔
安
國
の
序
下
に
劉
妓
の
疏
の
存
す
る
よ

b
考
ふ
る
に
こ
の
本
は
梁
飢

の
後
劉
妓
が
偽
作
せ
る
も
の
ご
思
は
る
。
古
文
孝
経
の
後
の
刻
本
は
皆
劉
妓
の
疏
を
去
り
て
偽
孔
序
の
み
を
載
す
る
が
故
に

近
世
支
那
の
學
者
は
之
セ
日
本
の
偽
作
ご
す
る
も
賓
は
劉
妓
の
偽
作
に
し
て
本
邦
人
の
館
作
に
あ
ら
す
。

第
四
類
の
賓
例

明
の
嘉
靖
中
方
坊
マ
J

云
ふ
人
あ
b‘

其
家
は
宋
の
元
柿
以
末
名
人
相
つ
ぎ
出
で
ヽ
蔵
書
の
豊
な
る
こ
ご
嘗
代
第
一
マ
J

稲
せ
ら

れ
し
程
な
る
が
、
坊
は
其
先
世
洞
敏
が
秘
府
に
得
し
所
な
り
マ
J

稲
し
て
河
闘
石
本
、
魯
詩
石
本
、
大
學
石
本
を
偽
造
し
、
又
其

先
世
豊
慶
が
繹
館
に
得
し
所
な

b
ご
て
朝
鮮
肉
害
日
本
術
書
ヤ
館
作
せ
る
こ
マ
J

全
禍
望
の
天
一
閣
蔵
書
記
に
見
ゆ
0

就
中
大

學
石
本
は
特
に
有
名
な
る
な
る
も
の
に
て
、
其
本
、
修
身
章
に
於
て
論
語
「
顔
淵
問
仁
、
子
日
非
禍
勿
視
」
等
の
廿
二
字
挿
入
し

且
其
末
尾
に
買
達
の
言
'yJ

し
て
「
孔
仮
窮
居
於
宋
憚
理
逍
之
不
朋
、
乃
作
大
學
以
継
之
、
中
庸
以
緯
之
」
の
句
を
附
刻
す
0

由
末

大
學
ば
朦
記
中
の
一
篇
に
し
て
作
者
不
詳
の
も
の
な
る
が
、
此
の
石
本
に
よ
れ
ば
中
庸
ご
同
じ
く
子
思
の
作
ご
な
る
然
れ
ざ

も
、
此
本
は
明
か
に
坊
の
館
作
に
し
て
信
す
る
に
足
ら
す
。
洞
儒
其
偽
セ
論
證
せ
る
も
の
多
く
毛
奇
齢
大
學
證
文
尤
も
詳
密

な

b
o

第
五
類
の
宵
例

明
胡
應
麟
筆
叢
三
十
二
王
姪
の
言
ふ
引
き
て
日
く

魏
泰
場
屋
不
得
志
、
喜
偽
作
他
人
著
書
、
如
志
怪
集
括
異
志
倦
滸
録
骰
武
人
張
師
正
偽
不
能
自
抑
出
姓
名
、
作
東
軒
録
、
皆
用

私
喜
怒
謹
緩
前
人
、
最
後
作
碧
雲
暇
、
議
及
砲
仲
滝
、
而
天
下
駿
然
不
服
癸

i

マ
）
、
蓋
し
志
怪
集
括
異
志
倦
滸
鎌
は
張
師
正
に
托
し
碧
雲
緞
は
梅
莞
臣
に
托
し
て
作
る
も
の
に
し
て
、
其
記
事
妄
に
前
人
セ

そ
し
る
が
故
に
自
ら
名
を
著
す
る
欲
せ
ざ
り
し
な
り
。

＊ 



七

偽
作
の
起
る
は
種
々
複
難
な
る
事
情
あ
り
て
一
概
に
論
す
可
ら
す
°
右
五
類
の
如
き
も
其
尤
も
習
見
す
る
例
を
學
げ
し
の
み
に

し
て
、
此
他
或
は
書
買
が
名
人
の
名
セ
か
り
て
出
版
せ
る
も
の
、
後
人
が
前
人
の
著
書
を
瓶
め
る
も
の
等
も
少
か
ら
す
。

要
之
支
那
人
の
文
献
に
は
偽
作
の
書
多
く
し
て
軽
信
す
る
'
y
J

き
は
、
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
錯
誤
を
末
す
こ
マ
J

多
し
。
故
に
歴
史
的
研

究
法
の
第
一
要
件
こ
し
て
其
偽
の
萎
別
を
厳
に
せ
ざ
る
可
ら
す
。
奥
偽
黎
別
の
方
法
マ
J

し
て
は
胡
應
麟
筆
叢
の
説
甚
だ
注
目
す

べ
し
0

試
に
之
を
引
用
す
れ
ば
左
の
如
し
。

凡
敷
偽
害
之
道
（
一
）
敷
之
七
略
以
観
其
源
、
（
二
）
敷
之
群
志
以
観
其
緒
、
（
三
）
敷
之
並
世
之
言
以
観
其
稲
｀
（
四
）
戦
之
異

世
之
言
以
観
其
述
，
（
五
）
敷
之
友
以
観
其
盟
｀
（
六
）
厳
之
事
以
観
其
時
、
（
七
）
敷
之
撰
者
以
観
其
託
｀
（
八
）
敷
之
博
者
以
観

其

人

、

敷

荘

八

者

而

古

今

贋

籍

已

隠

情

交

．

胡
氏
の
八
項
中
第
一
項
に
所
謂
七
略
こ
は
漢
の
劉
欣
の
七
略
を
指
す
狙
°
史
↓
ゼ
按
す
る
に
秦
の
始
皇
は
言
論
を
抑
艇
せ
ん
が
為

め
に
民
間
に
書
を
貯
蔵
す
る
こ
ご
を
禁
じ
た
り
し
が
漠
の
恵
帝
は
挟
書
の
令
を
除
き
次
で
武
帝
は
蔵
書
の
策
を
建
て
寓
書
の
官

を
誼
き
て
文
籍
の
蒐
輯
を
計
り
更
に
降
て
成
帝
の
代
に
は
朝
廷
諸
臣
に
命
じ
て
秘
府
の
書
を
校
訂
せ
し
め
劉
向
を
し
て
事
を
督

せ
し
む
、
劉
向
は
即
一
書
の
校
定
終
る
侮
に
其
篇
目
を
條
し
其
指
意
を
撮
り
解
題
を
作
b
て
之
を
奏
上
せ

b
、
此
解
題
を
集
め

て
一
害
こ
せ
る
も
の
は
即
「
劉
阿
別
録
」
な
り
0

後
劉
向
死
す
る
に
及
び
、
哀
帝
は
其
子
劉
欲
を
し
て
父
業
を
つ
か
し
む
0

欣

は
是
に
於
て
群
書
を
綜
括
し
て
目
鎌
を
作
b
之
を
七
略
ご
名
く
。
七
略
は
支
那
に
於
け
る
目
鎌
の
櫂
輿
に
し
て
、
現
行
書
籍
が

七
略
に
著
録
せ
ら
れ
あ
る
や
否
や
を
検
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
其
書
が
漠
以
前
よ
り
あ

b
し
も
の
な
る
や
或
は
後
世
の
作
な
る
や

を
刊
晰
し
得
ら
る
ヽ
也
°
尤
も
劉
欣
の
七
略
は
既
に
散
侠
し
て
偲
ら
ざ
れ
ば
今
之
を
検
す
る
こ
'
y
J

は
不
可
能
な
れ
ざ
も
班
固
の

漢
書
藝
文
志
は
七
略
に
本
き
多
少
取
捨
セ
加
へ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
漢
志
セ
検
す
る
こ
マ
J

に
よ
り
七
略
を
檄
す
る
こ
略
同
じ
効

果
を
畢
げ
得
る
也
3



第
二
項
に
群
志
に
敷
す
こ
あ
る
は
、
漢
書
藪
文
志
を
始
こ
し
て
、
隋
害
に
経
藉
志
あ
り
、
組
唐
書
に
経
籍
志
あ
り
、
新
唐
書
に

藝
文
志
あ
り
、
宋
史
に
藝
文
志
あ
り
、
明
史
に
続
籍
志
あ
り
て
、
歴
朝
正
史
の
中
に
営
時
朝
廷
の
書
庫
に
存
せ
る
書
籍
の
目
鎌

を
存
し
、
又
宋
以
後
に
あ
り
て
は
個
人
の
蔵
害
目
鎌
の
類
の
今
に
存
す
る
も
の
多
け
れ
ば
此
等
に
封
照
す
る
こ
マ
J

に
よ
り
て
、

書
籍
の
存
侠
巻
峡
の
髪
遷
を
知
る
こ
ご
を
得
べ
く
、
之
に
よ
り
書
籍
の
屈
示
臼
名
決
定
す
る
手
が
、

b
マJ
な
る
こ
ご
あ
る
也
。

要
之
第
一
項
竺
一
項

Jゞ

は
目
録
を
以
て
異
偽
決
定
の
標
準
マ
J

な
す
こ
y
」
に
し
て
、
支
那
文
献
の
批
判
に
於
け
る
第
一
要
件
也
0

こ

の
目
録
を
標
準
こ
し
て
文
献
の
批
判
セ
な
す
方
法
を
支
那
の
學
者
は
目
録
學

Jゞ

呼
ぶ
0

消
儒
王
嗚
盛
は
目
鎌
之
學
、
學
中
第
一

緊
要
之
事
こ
ま
で
云
へ
る
程
に
て
支
那
の
學
問
に
志
す
も
の
は
、
先
づ
目
鎌
の
學
に
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

第
三
項
敷
之
並
世
之
言
以
観
其
稲
さ
は
真
偽
の
疑
は
し
き
書
物
を
刊
晰
す
る
に
嘗
り
其
害
中
に
用
ら
れ
た
る
文
句
が
果
し
て

其
常
時
の
用
語
に
合
す
る
か
否
や
を
検
す
る
也
0

凡
そ
各
時
代
に
は
そ
の
時
代
特
有
の
語
あ
り
て
雨
漢
の
語
ご
唐
宋
の
語
と
は

自
ら
異
な
れ

b
も
し
漢
代
の
書
マ
」
銘
す
る
も
の
に
し
て
唐
宋
の
用
語
あ
れ
ば
そ
の
書
は
疑
ふ
ぺ
き
也
0

具
膿
的
の
一
例
を
學
れ

ば
肉
書
五
子
之
歌
の
篇
中
に
「
鬱
陶
乎
予
心
」
9
J

云
へ
る
句
あ
り
て
孔
偲
に
は
「
鬱
陶
言
哀
思
也
」
マ
J

注
す
°
然
る
に
爾
雅
に
は

「
鬱
陶
喜
也
」
さ
云
ひ
郭
環
は
孟
子
の
「
鬱
陶
思
君
」
の
句
を
引
き
て
亦
喜
悦
の
意
ご
せ

b
Q
是
れ
鬱
陶
は
古
は
喜
悦
の
義
に
用

ゐ
ら
れ
し
證
に
し
て
之
を
哀
息
の
義
に
用
ら
れ
し
は
、
魏
晋
以
後
の
こ
マ
J

に
局
す
。
従
て
五
子
の
歌
に
哀
思
の
義
に
用
ゐ
た
る

は
そ
が
魏
晋
以
後
の
偽
作
な
る
を
證
す
べ
き
也
。

第
四
項
巌
之
異
世
之
言
以
観
其
述
ビ
は
他
書
＇
ぜ
引
用
せ
ら
れ
た
る
句
ご
一
致
す
る
や
否
や
に
よ
り
て
真
偽
を
判
晰
す
る
批

3

第
五
項
は
其
文
盟
に
よ
り
て
判
晰
す
る
方
法
な
り
0

凡
文
謄
は
時
代
ご
共
に
髪
遷
す
る
も
の
に
し
て
、
後
世
の
人
が
如
何
に
古

盟
を
模
倣
す
る
も
其
間
自
ら
後
世
の
格
の
現
は
る
A

も
の
な
り
し
例
は
古
文
尚
書
は
、
古
書
の
文
句
を
綴
b
合
せ
て
偽
作
せ
る

も
の
な
れ
ぐ

:0、
其
中
に
六
朝
馴
文
の
臭
氣
交
り
て
偽
作
證
自
ら
現
れ
居
る
が
如
し
。

八



第
六
項
は
其
記
事
内
容
に
後
世
の
こ
ご
あ

b
、
又
は
宵
際
ご
違
ふ
こ
マ
J

あ
れ
ば
其
書
は
疑
ふ
べ
き
な
る
を
い
ふ
也
。

第
七
項
ご
入
項
ご
は
其
撰
者
マ
J

偲
者
こ
に
よ
り
で
考
ふ
る
も
の
に
し
て
、
其
偲
者
が
偽
作
の
癖
あ
る
人
な
れ
ば
其
書
は
疑
ふ

べ
く
、
其
撰
者
が
有
名
な
も
人
に
し
て
而
も
其
人
の
言
ふ
ま
じ
き
こ
こ
を
記
す
る
あ
れ
ば
慨
託
な
る
を
推
測
す
べ
き
を
云
ふ
也
。

例
へ
ば
碧
雲
殿
は
梅
党
臣
の
撰
マ
J

す
る
も
砲
仲
滝
を
非
議
す
る
は
党
臣
の
言
ご
は
思
惟
し
が
た
く
、
そ
の
骰
託
な
る
を
想
像
せ

し
め
、
闊
ヂ
子
は
徐
蔵
が
孫
定
の
庭
よ
り
得
た
り
マ
J

云
ふ
よ
り
徐
蔵
か
孫
定
か
の
偽
作
な
る
べ
し
ご
せ
ら
る
A

が
如
き
を
云
ふ

狙。
以
上
入
項
は
真
偽
の
賭
別
に
つ
き
て
注
意
す
べ
き
勁
な
れ
ざ
も
之
に
よ
り
て
其
偽
の
分
別
す
る
は
初
學
の
人
の
容
易
に
企
て
及

ぶ
所
に
あ
ら
す
。
初
學
の
士
は
宜
し
く
前
輩
が
研
究
せ
る
結
果
を
熱
讃
玩
味
し
て
其
要
を
會
得
し
更
に
進
ん
で
先
人
未
到
の
原

野
を
開
拓
す
べ
し
0

先
進
の
其
偽
蓉
別
を
見
る
に
尤
も
都
合
よ
さ
は
四
庫
全
書
提
要
に
し
て
初
學
の
徒
は
先
づ
此
害
を
熟
讀
し

て
途
逗
を
定
む
る
を
可
マ
J

す
。

＝
 

• 
ヽ

校

其
偽
の
萎
別
し
終
れ
ば
須
ら
く
偽
書
を
す
て

2
具
害
を
講
究
せ
ざ
る
可
ら
す
°
然
れ
ざ
も
異
害
の
内
に
も
時
代
に
新
祖
の
別

あ
り
て
、
其
古
さ
は
幾
千
年
の
年
所
を
経
幾
百
回
の
轄
宴
翻
刻
を
へ
た
る
も
の
少
か
ら
す
。
此
種
古
典
に
あ
b
て
誤
脱
錯
簡
の

存
す
る
は
寧
ろ
自
然
の
結
果
に
し
て
、
之
を
研
究
す
る
に
は
先
づ
異
本
を
封
校
し
て
錯
淡
を
訂
正
せ
ざ
る
可
ら
す
0

こ
の
異
本

の
到
校
を
校
讐
ご
稽
す
。

校
讐
の
業
は
易
き
に
似
て
賓
は
難
し
3

試
に
校
讐
に
朔
す
る
川
意
を
條
畢
せ
ん
。

一
、
廣
く
異
本
を
輯
む
べ
し
。

讐

九



消
朝
學
術
の
資
金
時
代
こ
も
云
は
る
A
乾
隆
嘉
慶
の
交
に
あ

b
て
學
者
は
競
て
校
讐
の
事
に
従
へ
り
、
而
し
て
嘗
時
の
校
讐
を

剌
戟
し
助
長
せ
る
は
異
本
の
蒐
集
な
り
0

明
末
よ

b
消
初
に
か
け
て
書
籍
の
蒐
集
を
以
て
畢
生
の
事
業
こ
な
せ
る
人
出
で
ヽ
遂

に
一
時
の
風
向
を
な
し
、
乾
嘉
の
交
に
至
り
て
其
全
盛
期
を
星
せ
b
0
此
等
牧
蔵
家
の
博
記
逸
事
は
葉
昌
識
の
蔵
書
紀
事
詩
に

載
鎌
せ
ら
る
。
而
し
て
こ
の
中
尤
も
注
目
す
べ
き
は
呉
縣
の
黄
不
玩
~
（
字
は
葵
圃
）
批

3

葵
圃
は
営
て
明
末
の
牧
蔵
家
汲
古
閣
の

北
宋
本
陶
詩
こ
別
に
南
宋
本
陶
据
こ
を
得
て
，
其
居
を
陶
々
室
y
J
名
け
、
後
宋
版
ー
百
部
セ
蔵
す
る
に
至
り
て
百
宋
一
腿
と
呼

ベ
b
0
彼
の
友
人
に
は
錢
竹
汀
顧
千
里
等
の
學
匠
あ
り
て
如
茜
圃
の
書
セ
校
讐
し
て
版
尾
札
記
を
作
り
古
版
本
の
重
ん
す
べ
き
所

以
セ
闇
明
し
、
葵
圃
も
亦
其
牧
臓
中
の
尤
物
セ
選
ぴ
て
士
祖
居
叢
書
等
を
刊
行
し
て
學
界
に
貢
献
せ
り
0

此
に
於
て
畢
玩
胤
文

沼
の
徒
接
踵
し
て
興
り
、
古
典
を
校
列
し
て
所
謂
乾
嘉
學
術
の
盛
を
嗚
ら
す
に
至
れ
b
0
是
れ
古
版
本
の
蒐
梨
が
校
讐
の
學
セ

助
成
せ
る
賓
例
な
り
0

然
れ
8
」
も
乾
嘉
學
者
が
校
讐
に
用
ゐ
た
る
資
料
は
多
く
は
宋
元
以
後
の
版
本
に
し
て
隋
唐
の
古
窃
本
等

に
及
ぱ
す
°
此
は
支
那
は
戦
胤
多
く
し
て
古
宴
本
の
散
已
せ
る
が
総
に
山
る
°
之
に
反
し
て
我
國
に
遣
隋
逍
唐
の
使
が
腺
末
せ

る
隋
唐
の
術
峡
又
は
其
系
統
に
周
せ
る
轄
窟
本
比
較
的
に
多
く
存
し
て
乾
嘉
學
匠
が
見
る
能
は
ざ

b
し
尤
物
も
少
か
ら
す
。
厖

に
は
享
保
中
山
井
曰
初
は
足
利
學
校
に
儲
蔵
せ
る
古
版
古
寓
本
に
本
き
て
七
経
孟
子
考
文
を
著
し
、
次
て
其
本
支
那
に
舶
送
せ
ら

れ
て
、
乾
隆
の
四
庫
全
書
中
に
牧
鎌
せ
ら
れ
、
嘉
慶
中
玩
元
は
楊
州
江
氏
讀
害
棲
に
於
で
此
本
を
讀
み
．
其
中
引
く
古
本
が
隋

唐
の
面
目
を
存
す
る
も
の
あ
る
を
喜
び
て
之
を
翻
刻
せ
り
。
後
玩
元
が
十
三
経
注
疏
校
勘
記
を
作
る
に
至
れ
る
は
蓋
し
此
書
に

刺
戟
せ
ら
れ
た
る
貼
多
か
る
べ
し
3

こ
の
一
例
に
よ
り
て
本
邦
博
末
の
古
宴
本
が
校
讐
に
貴
重
な
る
材
料
た
る
を
細
る
べ
し
。

又
近
年
西
洋
人
に
よ
b
て
中
央
亜
細
亜
の
探
訪
が
行
ば
れ
て
支
那
古
典
の
焚
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
し
、
就
中
尤
も
注
意
す
べ

き
は
徽
燻
本
の
出
現
也
0

蠍
燻
は
支
那
よ
り
中
央
亜
細
亜
セ
ヘ
て
印
度
及
西
洋
に
出
る
要
路
に
常
り
唐
の
頃
に
は
世
界
文
化
の

會
集
貼
に
常
る
を
以
て
此
地
に
崩
代
文
献
の
貴
重
な
る
も
の
残
れ
る
は
偶
然
に
あ
ら
す
0

此
地
に
残
れ
る
古
典
の
多
く
は
英
の
―

1
0
 



ス
ク
イ
ン
佛
の
ペ
リ
オ
に
よ
b
彼
土
に
持
ち
去
ら
れ
大
英
博
物
館
。
佛
國
國
民
闘
書
館
に
賓
蔵
せ
ら
れ
又
其
一
部
分
は
北
京
京

師
闘
書
館
及
支
那
個
人
の
有
に
蹄
せ
る
も
の
あ
り
0

此
等
は
皆
唐
以
前
の
組
本
に
し
て
之
を
日
本
の
古
寓
本
に
比
較
す
る
ビ
き

は
H
本
の
古
寓
本
の
翡
重
な
る
所
以
な
證
朋
す
る
に
足
る
も
の
あ
り
0

又
H
本
に
も
な
さ
材
料
も
多
し
0

従
て
今
後
校
讐
の
志

セ
立
つ
る
も
の
は
廣
く
材
料
を
求
め
ざ
る
可
ら
す
。

二
、
日
鎌
學
に
通
す
べ
し
。

材
料
の
蒐
輯
に
手
懸
り
マ
J

な
る
は
目
鎌
也
0

支
那
板
本
の
珍
ら
し
さ
も
の
は
彼
土
學
士
牧
痰
家
の
蔵
書
目
録
に
よ
り
て
方
針
セ

定
め
得
°
支
那
人
の

H
録
は
近
年
H
本
の
脳
書
館
等
に
て
作
る
形
式
上
の
目
鎌
マ
J

は
異
に
し
て
其
本
の
内
容
外
形
に
一
旦
り
詳
細

な
る
研
究
が
附
記
せ
ら
れ
あ
b
0
此
れ
等
目
鎌
書
の
主
な
る
も
の
は
天
鎌
琳
瑯
害
目
、
讀
書
敏
求
記
、
士
謁
居
戴
書
題
践
記
し

鐵
琴
銅
姻
棲
書
日
、
槌
書
偶
鎌
、
面
宋
椀
痰
書
志
、
儀
顧
堂
題
践
、
苦
本
書
賓
蔵
書
志
、
藝
風
堂
威
書
志
等
あ
b
勿
論
此
等
目
鎌
に

記
載
せ
ら
れ
た
る
書
餅
は
天
下
の
孤
本
に
し
て
容
易
に
目
堵
し
が
た
け
れ
ざ
も
近
年
上
海
等
に
て
印
行
せ
ら
る
4
石
印
本
珂
羅

板
本
中
に
は
此
等
孤
本
を
宴
其
板
に
上
せ
る
も
の
少
か
ら
ざ
れ
ば
此
等
目
鎌
に
通
じ
て
上
海
書
罪
の
出
版
に
注
意
す
る
要
あ
り

又
此
等
珍
本
が
鎌
倉
以
後
祁
僧
に
よ
り
H
本
に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
て
、
森
立
之
の
純
籍
訪
古
志
に
よ
り
其
所
在
を
知

h
柑
る
も
の
あ
り
°
殊
に
陸
心
源
の
面
宋
棲
の
釘
臓
書
は
今
東
京
岩
節
氏
の
静
嘉
堂
の
有
に
婦
し
居
れ
ば
就
て
見
る
を
得
べ
し
。

＂
＊
偲
末
の
古
本
に
つ
き
て
は
近
藤
正
齊
の
古
文
故
事
市
野
迷
奄
の
讀
書
指
南
森
立
之
の
罷
籍
訪
古
志
、
楊
守
敬
の
日
本
訪
書

志
、
留
巣
諮
正
紹
綿
、
和
田
氏
の
訪
書
餘
鎌
、
雲
村
文
庫
目
録
、
及
び
闘
書
寮
、
内
閣
文
庫
、
南
葵
文
庫
等
末
歴
あ
る
闘
書
館
の
目
鎌

を
披
見
す
れ
ぽ
大
憫
の
方
針
は
朋
に
な
る
べ
し
0

蠍
煙
本
の
目
録
は
部
分
的
に
雑
誌
等
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
、
然
れ
ざ

も
余
未
だ
其
詳
細
を
知
ら
す
但
天
津
羅
振
玉
の
手
に
よ

b
て
影
印
せ
ら
れ
た
る
も
の
ヽ
中
に
重
要
な
る
材
料
セ
ふ
く
む
。

三
、
書
物
の
系
統
を
正
す
ぺ
し
。



校
讐
の
材
料
は
廣
く
し
て
多
き
セ
術
ぶ
°
然
れ
ざ
も
誤
字
錯
侃
の
慮
は
多
敷
決
を
以
て
定
む
べ
か
ら
す
。
同
じ
系
統
の
諸
板
は

如
何
に
敷
多
く
ご
も
同
一
の
憤
値
の
み
°
従
て
校
讐
に
従
事
す
る
に
は
諸
板
本
諸
寓
本
の
系
統
を
正
し
て
、
其
中
の
代
表
的
の

も
の
を
取
り
、
斯
く
し
て
選
揮
せ
ら
れ
た
る
三
四
本
の
校
勘
は
無
方
針
に
集
め
ら
れ
た
る
敷
十
種
の
材
料
に
ま
さ
る
。
此
の
系

統
を
正
す
は
亦
目
録
の
書
に
依
る
べ
し
。
前
人
の
記
述
な
き
も
の
は
自
ら
研
究
す
べ
し
。

四
、
底
本
の
選
定
を
厳
に
す
べ
し
0

-

校
讐
を
行
ふ
に
嘗
り
て
は
蒐
め
ら
れ
た
る
異
本
の
一
を
選
び
て
底
本
こ
す
べ
し
0

こ
の
底
本
の
選
定
は
必
す
し
も
古
き
も
の
に

よ
る
べ
き
に
あ
ら
す
、
例
ば
元
板
ご
明
板
マ
J

あ
る
場
合
元
板
が
必
す
し
も
善
本
に
あ
ら
す
、
明
版
中
に
は
翻
宋
本
あ

b
て
粗
末

な
る
元
板
に
勝
る
こ
こ
敷
等
な
る
も
の
あ
り
。
又
日
本
徳
川
の
初
に
活
字
を
以
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
版
本
の
内
に
は
本
邦
に
偲

れ
る
古
紗
本
に
根
祗
す
る
も
の
あ
り
て
年
代
よ
り
云
へ
ば
宋
元
版
に
晩
る
>
も
‘
其
系
統
よ

b
考
ふ
れ
ば
涎
に
古
き
材
料
也
，

従
て
底
本
を
定
る
に
営
b
必
す
し
も
出
版
の
前
後
に
よ

b
て
債
値
を
問
ふ
べ
か
ら
す
0

定
本
の
撰
定
は
書
物
の
系
統
を
考
へ
得

れ
ば
自
ら
解
決
す
べ
し
。

五
、
妄
に
改
寵
す
る
こ
こ
を
い
ま
し
む
。

既
に
底
本
を
定
む
い
ば
妄
に
改
窺
す
べ
か
ら
す
、
必
す
一
定
の
方
針
を
定
め
て
事
に
従
ふ
べ
し
°
即
底
本
は
一
字
一
叢
も
改
め

す
之
に
従
ふ
さ
す
れ
ば
、
其
異
同
あ
る
慮
は
別
に
札
記
を
作

b
て
其
異
同
を
列
學
し
て
甲
乙
を
論
定
す
べ
し
0

も
し
底
本
の
誤

字
を
改
め
て
正
に
つ
く
マ
J

す
れ
ば
、
原
本
の
字
を
注
記
し
て
改
作
せ
る
理
由
を
明
記
す
べ
し
。

以
上
五
項
に
注
意
し
て
校
臀
に
従
ふ
時
は
古
人
が
談
本
に
披
b
て
臆
説
せ
る
こ
こ
ろ
を
登
見
す
る
こ
ご
多
し
°
校
臀
は
古
害
を

贖
む
第
一
階
梯
批
3

然
れ
ざ
も
其
業
だ
る
や
言
ふ
に
易
く
行
ふ
に
難
し
。
多
く
の
時
間
こ
責
力
ご
セ
有
し
て
且
つ
勢
力
を
吝
ま

ざ
る
人
に
し
て
、
即
よ
く
此
業
に
従
ふ
を
得
べ
し
°
學
者
も
し
自
ら
こ
の
事
に
従
ふ
能
は
ざ
れ
ば
先
づ
先
輩
の
努
力
に
成
れ
る



既
に
讀
害
の
第
一
階
梯
が
校
讐
に
あ
る
こ
ご
を
述
ぺ
た
れ
ば
荘
に
第
二
階
段
を
説
く
べ
し
0

讀
害
の
第
二
階
は
訓
詰
に
通
す

る
に
あ
り
0

訓
詰
に
通
す
る
マ
J

は
文
字
に
通
す
る
也
。

凡
そ
漢
字
に
は
一
＿
一
方
面
あ
り
、
字
義
字
昔
字
形
是
れ
也
Q

而
し
て
此
一
＿
一
方
面
を
攻
究
す
る
に
は
そ
れ
そ
れ
特
別
の
材
料
に
よ

ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。

一
、
字
形
の
研
究
は
説
文
を
以
て
根
抵
ご
す
べ
し
'tJ'2;i
漢
學
者
の
板
言
也
。

余
は
家
ろ
説
文
を
階
梯
マ
J

す
べ
し
ご
云
は
ん
ご
す
3

説
文
は
後
漢
の
許
恨
が
撰
す
る
所
に
し
て
凡
て
十
四
篇
五
百
四
十
部
に
分

ち
て
九
千
一
一
元
＂
五
十
一
二
字
を
排
列
し
、
文
字
製
作
の
本
旨
を
明
に
し
て
字
義
を
説
明
せ
る
も
の
詳
し
く
云
へ
ば
説
文
解
字
ご
云

ふ
べ
し
0

此
者
今
偵
は
る
も
の
二
種
あ
り
一
は
徐
鈍
の
校
定
本
に
し
て
二
は
徐
鑽
の
校
定
本
血
、
錯
は
銑
の
弟
故
に
學
者
銑
の
一

校
定
本
を
呼
で
大
徐
本
ご
云
ひ
錯
の
害
を
呼
ん
で
小
徐
本
ご
稲
す
。
大
徐
本
は
十
四
篇
及
叙
を
分
て
十
五
怨
こ
な
し
小
徐
本
は

之
竺
二
十
怨
に
分
ち
更
に
部
叙
通
論
等
十
篇
を
加
へ
て
四
十
怨
マ
J

な
す
3

今
二
本
を
比
較
す
る
に
二
徐
の
附
加
す
る
所
各
異
な

る
は
勿
論
許
恨
の
説
こ
考
ふ
べ
き
部
分
に
も
出
入
あ
b
て
一
致
せ
す
。
同
治
中
張
廉
臣
が
載
せ
る
説
文
本
部
の
唐
寓
残
怨
あ
り
、

此
本
崩
の
穆
宗
頃
の
紗
寓
に
か
A

り
二
徐
校
本
の
出
づ
る
前
に
あ
b
、
今
こ
の
残
本
の
影
別
本
を
取
り
て
二
徐
本
に
到
校
す
る

に
其
小
徐
本
さ
異
な
る
も
の
大
徐
本
ご
合
し
大
徐
本
ご
合
せ
ざ
る
も
の
小
徐
本
ご
一
致
す
る
も
の
あ
b
て
、
二
徐
各
長
短
あ
り
、

四
、
通

調

詰

結
果
に
依
る
べ
し
0

罷
を
讀
む
に
は
玩
元
の
十
三
罷
注
疏
に
よ
る
が
可
し
、
子
書
は
浙
江
局
刻
の
二
十
二
子
全
害
梢
可
、
史
部

及
集
部
の
書
l

々
列
欅
し
が
た
し
、
張
チ
洞
書

H
答
間
、
業
友
芝
部
亭
知
見
偲
本
害
目
に
よ
り
て
其
沖
を
問
ふ
べ
し
、
漢
文
大

系
國
字
解
等
を
徽
引
す
る
研
究
書
等
は
砂
上
に
築
か
れ
た
る
棲
淵
、
否
バ
ラ
ッ
ク
の
み
。



説
文
研
究
に
従
は
ん
ご
す
れ
ば
必
す
二
徐
．
ぜ
到
讀
し
て
諮
心
す
ぺ
き
也
0

却
説
、
説
文
原
序
に
よ
る
に
、
周
の
宜
王
太
史
楠
ご

云
へ
る
人
大
策
十
五
篇
(
-
名
史
稲
篇
）
を
著
し
、
後
に
秦
の
李
斯
は
倉
頷
熊
一
篇
．
趙
高
は
笈
歴
篇
一
怨
、
胡
母
敬
は
博
學
篇
ー

綿
セ
著
し
て
大
濠
を
簡
略
に
し
て
小
築
こ
な
せ
る
が
、
許
恨
は
其
小
築
に
本
き
史
楠
を
参
酌
し
、
又
常
時
行
は
れ
た
る
古
文
経

博
の
文
字
と
通
人
の
説
セ
も
取
捨
し
て
此
粛
を
著
す
ご
云
へ
り
0

こ
の
序
に
よ
れ
ば
小
簗
即
秦
築
は
大
簗
即
史
椅
よ
り
出
し
も

の
に
し
て
、
史
楠
は
即
周
代
の
文
字
な
る
が
如
し
0

然
れ
ざ
も
秦
大
良
造
較
銅
最
は
秦
孝
公
十
六
年
の
作
に
係
b
て
其
文
全
く

小
簗
に
同
じ
く
、
又
肌
楚
文
の
銘
文
も
大
底
小
簗
に
一
致
す
れ
ざ
も
其
中
間
々
説
文
所
引
楠
文
に
合
す
る
も
の
あ
り
て
稲
文
は

寧
ろ
泰
の
文
字
な
る
が
如
く
思
は
る

4
勘
あ

b°

又
楠
文
に
類
す
る
石
別
に
石
鼓
文
あ

b°

著
録
家
相
偲
へ
て
周
宜
王
が
岐
陽

に
猟
せ
る
時
の
も
の
な
り
マ
J

云
ふ
も
、
鄭
樵
、
楊
恨
、
全
祖
望
は
之
を
秦
の
も
の
ご
な
せ

b
，
北
〈
文
字
が
秦
綬
ご
相
似
て
楠
文
に
も

相
似
た
る
は
節
文
ご
小
附
ご
の
闊
係
を
説
朋
す
べ
き
材
料
に
し
て
、
も
し
全
胤
望
諸
人
の
考
が
認
め
ら
る
A

マJ
き
は
史
稲
は
秦

の
古
苔
文
字
マ
J

決
す
べ
き
狙
〕
石
鼓
文
を
周
の
宣
王
の
マ
J

き
の
も
の
ご
云
ふ
有
力
な
る
根
櫨
は
史
楠
篇
の
作
者
々
竺
同
宜
王
太
史

楠
の
作
ご
云
ふ
に
よ
る
な
れ
ざ
も
太
史
楠
て
ふ
人
の
事
踏
を
記
す
る
も
の
絶
て
見
常
ら
す
且
つ
説
文
序
に

尉

律

（

漢

律

の

名

）

學

憧

十

七

巳

上

試

諷

楠

書

九

千

字

乃

得

捻

吏

，

マJ
あ
り
て
、
心
揺
文
九
千
字
を
解
す
る
も
の
市
た
る
を
得
る
ご
解
せ
ら
る
ヽ
も
、
漠
の
時
代
に
吏
と
な
る
要
件
が
稲
文
九
千
字
を

知
る
に
あ
り
マ
J

す
る
は
迂
也
3

漢
書
裁
妥
志
に
は
同
じ
こ
マ
J

を
記
し
て
「
能
諷
書
九
千
字
」
に
作
る
0

漢
代
官
吏
登
用
法

t
し

て
は
横
者
の
記
事
正
閣
を
得
た
る
を
覺
ゆ
0

然
ら
ば
説
文
は
書
の
上
稽
文
を
術
す
る
か
、
否
是
れ
桶
文
は
説
文
に
讀
也
ピ
注
し

「
諷
蜘
憚
九
千
字
」
は
営
に
書
九
千
字
を
諷
楠
す
る
も
の
マ
J

讀
む
べ
き
也
＞
果
し
て
然
ら
ば
史
楠
篇
の
楠
字
は
太
史
の
名
に
あ
ら

す
想
ふ
に
其
土
＂
の
首
が
「
史
椅
、
、
」
の
句
に
初

b
し
岱
め
に
呼
ば
れ
た
る
名
な
る
こ
こ
凡
章
笈
歴
及
び
急
就
章
の
例
に
照
し
て

畑
る
べ
し
0

蓋
し
椅
文
ご
小
象
＜
J

は
共
に
秦
の
文
字
に
し
て
前
者
は
後
者
よ
り
古
き
形
な
る
べ
し
。

一
四



ー
五

之
に
反
し
て
説
文
が
史
権
マ
J

な
ら
べ
引
け
る
古
文
は
漢
の
頃
孔
子
OJ
釘
宅
中
よ
り
出
で
た
る
儒
数
の
経
博
に
用
ら
れ
た
る
文
字

に
し
て
、
そ
は
魯
國
に
通
用
せ
ら
れ
た
る
職
國
時
代
の
文
字
な
る
べ
し
)
従
て
諒
文
は
秦
地
方
の
文
字
マ
J

魯
地
方
の
文
字
と
に

よ
り
て
形
よ
り
推
し
て
文
字
の
本
義
を
説
明
せ
る
も
の
な
り
0

'

然
る
に
説
文
の
序
に

孔
子
書
六
経
｀
左
邸
明
述
春
秋
博
、
皆
以
古
文
、
厭
意
可
得
而
説
、
其
後
諸
侯
力
政
｀
不
統
於
王
．
悪
證
築
之
害
已
而
皆
去
其
典

籍
、
分
為
七
圃
、
田
疇
異
蒻
．
車
徐
異
帆
：
・
・
・
言
語
異
峰
、
文
字
異
形
、
秦
始
皇
帝
初
兼
天
下
丞
相
李
斯
乃
奏
同
之

t
云
へ
る
一
段
あ
り
て
戦
國
の
頃
七
國
各
文
字
を
異
に
し
た
る
如
く
、
現
今
偲
は
れ
る
金
文
中
に
は
形
限
の
異
な
る
も
の
少
か

ら
す
0

従
て
諒
文
の
採
れ
る
材
料
は
猶
以
て
完
全
を
開
む
べ
か
ら
す
0

字
形
の
研
究
は
説
文
を
階
梯
マ
J

し
て
更
に
金
文
に
進
み

金
文
よ

b
延
に
甲
文
に
進
ま
ざ
る
ぺ
か
ら
す
。
吾
人
が
説
文
を
根
抵
マ
J

せ
す
階
梯
こ
す
べ
し
ご
云
ふ
は
此
の
貼
を
云
ふ
批
3

金
文
ビ
は
周
代
及
周
以
前
に
あ
り
て
鐘
鼎
葬
器
に
刻
せ
ら
れ
た
る
銘
文
に
て
許
惧
説
文
序
に
も

郡
國
亦
往
々
於
山
川
就
鼎
葬
、
其
銘
即
前
代
之
古
文
ぶ
口
自
相
似
、

と
見
わ
た
れ
ば
漢
の
頃
よ
り
既
に
注
意
せ
ら
れ
た
る
は
否
む
べ
か
ら
す
°
然
れ
b
」
も
之
が
多
く
菟
輯
せ
ら
る
A

に
至

b
し
は
宋

以
後
の
事
に
て
、
其
銘
文
の
研
究
が
特
に
登
逹
せ
る
は
浦
代
也
3

其
銘
文
の
研
究
も
最
初
の
頃
は
説
文
に
よ
b
て
之
を
讀
む
こ

と
が
主
な
る
も
漸
次
螢
逹
し
て
途
に
金
文
を
集
め
て
綜
＾
口
蹄
納
し
其
結
果
に
よ
り
て
説
文
の
誤
を
正
し
足
ら
ざ
る
を
補
ふ
に
至

れ
b
0
金
文
に
よ
り
て
説
文
セ
敷
術
せ
る
は
荘
述
祁
の
説
文
古
楠
疏
證
を
推
す
べ
く
、
金
文
中
の
文
字
を
説
文
の
順
序
に
排
纂

せ
る
も
り
に
は
央
大
撤
の
説
文
古
5

橿
補
あ
り
°
而
し
て
呉
大
檄
に
は
又
字
説
ご
題
す
る
小
著
あ
り
、
其
怨
峡
よ
り
云
へ
ぱ
小
著

な
れ
ざ
も
其
文
字
研
究
に
貢
献
せ
る
貼
よ
り
考
ふ
れ
ば
大
著
狙
u

甲
文
は
殷
代
編
卜
に
供
せ
ら
れ
た
る
編
甲
片
及
牛
骨
片
の
上
に
刻
せ
ら
れ
た
る
文
字
也
＞
従
前
編
卜
の
法
は
周
證
の
中
に
も



記
せ
ら
れ
た
る
も
其
賓
證
を
得
ざ
り
し
が
光
緒
廿
五
年
河
南
安
陽
縣
西
五
里
恨
水
の
南
に
於
て
、
多
敷
の
亀
甲
牛
骨
片
を
登
掘

せ
り
0

此
等
甲
骨
片
は
初
め
禍
山
の
王
文
敏
の
手
に
入
り
次
て
丹
徒
の
劉
鐵
雲
の
有
に
蹄
し
、
劉
鐵
雲
は
之
を
揚
拓
し
て
鐵
雲

臓
編
セ
編
印
し
世
に
公
に
せ
り
0

か
く
て
こ
の
甲
骨
文
は
廣
＜
憔
人
釘
知
る
所
こ
な
り
孫
治
譲
は
之
に
披
り
て
契
文
學
例
て
ふ

壽
を
著
し
畜
次
て
羅
振
玉
又
之
に
諧
心
し
て
殷
墟
書
契
前
後
編
及
考
粋
等
の
著
セ
公
に
し
羅
氏
の
門
人
王
國
維
も
亦
其
研
究
を

廣
倉
學
賓
叢
害
中
に
公
に
し
て
學
界
を
驚
か
せ
た
り
0

此
等
研
究
の
内
に
古
代
史
研
究
に
貢
献
せ
る
貼
も
多
け
れ
ざ
も
又
文
字

の
研
究
に
も
多
大
の
寄
典
を
な
し
、
説
文
研
究
に
新
し
き
方
面
を
開
拓
せ
り
。

要
之
字
形
に
本
き
て
字
義
を
研
究
す
る
は
訛
文
を
出
楼
黙
マ
J

し
て
，
金
文
甲
文
に
濶
源
す
べ
き
批
3

説
文
研
究
は
消
儒
段
玉

裁
の
説
文
解
字
注
尤
も
可
、
金
文
の
異
字
を
輯
め
た
る
は
呉
大
激
の
古
楠
補
あ
り
、
甲
文
セ
輯
め
た
る
も
の
に
は
王
襄
の
篤
室

殷
喫
類
纂
あ
り
。

二
、
字
義
の
研
究
は
爾
雅
廣
雅
方
言
を
主
マ
J

す
べ
し
Q

説
文
は
文
字
の
形
盟
に
よ
り
て
製
作
嘗
時
の
意
義
を
説
明
せ
ん
ご
せ
る
も
の
な
る
は
上
述
の
如
し
0

然
れ
ざ
も
文
字
の
意
義
は

時
代
の
推
移
し
地
方
の
異
な
る
に
つ
れ
て
蒋
化
す
る
も
の
に
し
て
、
説
文
の
み
に
て
文
字
の
意
義
は
盤
さ
れ
た
り
こ
は
思
考
し

が
た
し
°
是
に
於
て
説
文
を
補
ふ
に
爾
雅
廣
雅
方
言
の
研
究
を
必
要
マ
J

す
る
批
。

爾
雅
は
漢
志
に
は
一
―
―
怨
二
十
篇
マ
」
記
す
る
も
今
存
す
る
所
は
三
巻
十
九
篇
の
み
°
詩
周
南
闊
唯
詰
訓
博
の
正
義
に
爾
雅
叙
篇

の
一
節
を
引
く
に
よ
っ
て
考
ふ
る
に
爾
雅
の
紺
本
に
は
叙
篇
の
あ
り
し
も
の
ヽ
如
く
漢
志
に
二
十
篇
マ
J

記
す
る
は
今
本
十
九
篇

に
叙
篇
を
加
へ
た
る
も
の
な
る
べ
し
°
従
て
爾
雅
は
漢
の
時
既
に
存
せ
し
こ
ビ
は
疑
ふ
可
ら
す
0

魏
の
張
揖
「
上
廣
雅
表
」
に
よ

る
に
爾
雅
は
最
初
唯
一
篇
の
み
に
し
て
周
公
の
所
作
な
る
が
、
今
の
爾
雅
は
其
後
仲
尼
の
壻
す
所
ご
も
云
ひ
、
或
は
子
夏
の
盆

す
所
ご
も
叔
孫
通
油
郡
梁
文
の
補
ふ
所
マ
J

も
云
ふ
マ
J

い
ふ
°
而
し
て
隋
の
陸
徳
叫
の
繰
典
秤
文
に
は
周
公
の
作
る
部
分
は
即
今

1
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一七

の
秤
詰
一
篇
也
ビ
見
ゆ
0

璽
二
年
前
内
藤
湖
南
先
生
は
爾
雅
の
新
研
究
ご
題
す
る
一
篇
を
雑
誌
支
那
學
に
載
せ
て
‘
爾
雅
に
新

奮
の
賑
別
あ
る
こ
こ
を
論
證
せ
ら
れ
た
り
、
其
説
尤
も
傾
聴
す
る
に
足
る
°
要
す
る
に
其
作
者
が
何
人
な
る
は
明
證
な
き
も
一

時
の
作
に
あ
ら
す
し
て
時
代
を
ふ
る
に
従
っ
て
壻
補
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
す
0

其
製
作
の
目
的
に
つ
き
て
は
詩

経
の
正
義
に
叙
篇
を
引
き
て

秤
詰
秤
言
通
古
今
之
字
、
古
典
今
異
言
也
秤
訓
言
形
貌
批

ご
云
へ
ば
、
繹
詰
秤
言
は
時
代
に
よ
b
て
綴
化
せ
る
文
字
を
通
秤
す
る
を
目
的

Jゞ

せ
る
も
の
な
る
べ
し
0

そ
の
審
名
に
つ
き
て

考
ふ
る
に
爾
こ
は
近
也
雅
こ
は
正
也
'
t
J

注
す
れ
ば
爾
雅
の
各
時
代
の
異
言
、
諸
地
方
の
方
言
を
集
め
て
正
言
即
標
準
語
に
よ
b

て
説
明
せ
る
も
の
な
る
が
如
し
．
但
其
編
暴
が
一
時
に
な
れ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
所
謂
標
準
語
に
も
髪
遷
あ
る
べ
し
0

要

之
爾
雅
は
各
時
代
諸
地
方
の
特
種
の
語
を
説
明
せ
る
も
の
に
て
．
必
ず
し
も
其
文
字
製
作
の
本
義
に
拘
ら
す
、
時
代
々
々
に
使

用
せ
ら
れ
た
る
意
義
を
解
秤
す
る
も
の
、
即
説
文
は
文
字
の
本
義
を
説
明
す
る
に
反
し
爾
雅
は
派
生
義
即
轄
義
を
説
明
す
る
も

の
也
°
而
し
て
書
籍
の
上
に
表
れ
た
る
意
義
は
本
義
よ
り
も
派
生
義
の
方
多
け
れ
ば
爾
雅
の
研
究
は
殊
に
必
要
也
＞

古
爾
雅
セ
注
す
る
も
の
無
慮
数
十
家
今
存
す
る
は
郭
理
注
の
み
°
而
し
て
郭
注
の
総
に
疏
を
な
す
も
の
那
昂
あ
る
も
猶
完
全

な
り
ご
云
ふ
を
得
す
。
消
儒
之
が
研
究
に
従
事
せ
る
も
の
亦
多
し
0

就
中
尤
も
成
炊
せ
る
は
郡
晉
涵
の
爾
雅
正
義
さ
祁
儲
行
の
―

爾
雅
義
疏
マ
J

也
°
爾
雅
研
究
に
志
あ
る
も
の
は
宜
し
く
部
祁
二
家
の
書
よ
り
入
る
べ
し
。

廣
雅
は
爾
雅
の
績
編
ご
も
い
ふ
べ
し
0

古
書
の
中
に
使
用
せ
ら
れ
て
而
も
爾
雅
に
も
れ
た
る
字
義
を
扱
拾
工
て
爾
雅
の
内
容

を
推
廣
す
る
故
に
廣
雅

Jゞ

呼
ぶ
。
又
博
雅
<
J

呼
べ
る
こ
マ
J

も
あ
b
°
消
儒
王
念
孫
の
廣
雅
疏
證
は
こ
の
書
の
最
良
注
秤
批
3

初

め
王
念
孫
は
爾
雅
の
研
究
に
潜
心
し
た
り
し
が
、
祁
氏
の
義
疏
成
る
を
見
て
、
更
に
自
諒
セ
登
表
す
る
要
な
さ
を
思
ひ
、
廣
雅

の
研
究
に
轄
じ
て
此
書
を
成
せ
る
狙
3



文
字
の
形
ご
義
さ
が
時
代
に
よ
b
て
髪
す
る
如
く
、
字
昔
も
亦
時
代
こ
マ
J

も
に
髪
遷
す
0

従
っ
て
古
害
を
研
究
す
る
に
は
古
昔

に
通
ぜ
ざ
れ
ば
解
を
得
ざ
る
こ
こ
多
し
°
而
し
て
消
儒
顧
炎
武
の
研
究
に
よ
れ
ぱ
支
那
の
昔
は
大
略
一
二
期
に
駈
分
し
得
。
第
一

期
は
漢
以
前
の
平
日
に
し
て
詩
三
百
篇
、
及
易
、
楚
僻
等
の
病
文
に
よ
り
て
其
時
代
の
概
略
を
推
論
し
得
る
也
。
第
二
期
は
魏
晋
以

後
五
代
に
至
る
間
に
し
て
此
間
に
成
れ
る
胸
害
は
甚
だ
多
し
試
に
隋
唐
志
等
よ
b
此
時
代
の
約
書
の
目
を
畢
れ
ば

一
、
魏
李
登
~
聾
類
十
巻

二
、
昔
集
十
怨

＿
二
、
晉
呂
静
、
酌
集
六
巻

四
‘
段
宏
、
詢
集
入
巻

五
、
北
齊
慮
概
．
修
績
昔
狗
決
疑
十
四
港
．
及
音
譜
一
倦

六
＂
晋
王
延
畜
文
字
昔
一
怨

七
。
文
章
昔
酌
一
巻

入
、
王
該
五
昔
約
五
塔

三
、
字
昔
の
研
究
は
鈎
書
に
よ
る

方
言
は
漢
楊
雄
の
作
ご
偲
ふ
＂
其
編
纂
の
謄
裁
は
爾
雅
ご
相
似
た
れ
ざ
も
、
方
言
は
特
に
各
字
の
習
用
せ
ら
れ
た
地
方
を
明

記
す
る
貼
異
な
れ

b
0
郭
環
之
を
注
し
消
儒
此
害
の
為
に
専
害
を
な
す
も
の
、
戴
震
、
錢
繹
、
郭
慶
藩
あ
b
皆
好
参
考
書
ご
云
ふ

ぺ
し
0

若
し
爾
雅
の
字
を
此
害
に
よ
り
て
地
方
に
固
分
し
更
に
残
さ
れ
た
る
文
字
を
時
代
の
判
明
せ
る
古
典
に
徽
證
し
て
何
時

頃
の
異
言
な
る
か
を
究
明
す
れ
ば
．
時
代
の
判
明
せ
ざ
る
古
典
の
時
代
セ
決
定
す
る
標
準
と
も
な
b
得
べ
し
。
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九
、
秤
静
英
、
胴
英
一
二
巻

+
、
字
書
昔
同
異
一
怨

十
一
、
雑
字
平
日
一
巻

十
一
、
叙
同
昔
義
一
二
巻

+
-
―
-
、
借
昔
字
一
巻

十
四
、
昔
書
考
原
一
怨

十
五
。
周
研
磐
桐
四
十
一
怨
、
翌
毘
~
作
周
思
言

十
六
‘
梁
周
顕
、
四
磐
切
賄

十
七
＂
梁
沈
約
、
四
磐
譜

十
入
＂
王
斌
。
四
朦
論

十
九
．
張
涼
、
四
聾
賄
林
二
十
入
巻

二
十
畜
劉
善
経
＂
四
墜
指
蹄
一
巻

廿
一
、
夏
侯
詠
、
四
聾
防
略
十
一
1

一塔

廿
二
、
北
齊
楊
休
之
盲
詢
略
一
怨

廿
三
、
隋
杜
台
卿
、
詢
略

廿
四
、
群
玉
胸
典
五
怨

廿
五
‘
纂
賄
抄
十
怨

廿
六
、
酌
纂
三
十
巻

切
蒟
序
作
夏
侯
該

1
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以
上
二
十
六
種
は
既
に
侠
し
て
唯
其
名
を
博
、
ふ
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ざ
も
又
以
て
魏
晋
以
後
昔
前
研
究
の
盛
な
b
し
一
斑
を
窺
ふ
に

足
る
°
而
し
て
隋
に
至
り
陸
慈
切
胸
五
巻
あ
り
0

呂
静
の
賄
集
．
夏
侯
該
の
詢
略
陽
休
之
胸
略
、
周
思
言
の
昔
桐
，
李
季
節
の
一

昔
譜
、
杜
台
卿
の
胸
略
等
を
指
衷
し
て
其
乖
互
を
去
れ
る
も
の
宵
に
魏
晋
以
後
昔
詢
學
を
集
大
成
せ
る
も
の
'
t
J

云
ふ
べ
し
陸
慈

或
は
陸
洞
に
作
る
、
字
は
法
言
｀
陸
爽
の
子
也
其
害
開
皇
初
め
に
業
を
起
し
仁
壽
二
年
に
記
る
、
肝
の
俄
鳳
一
一
年
長
孫
訥
言
は

之
に
箋
注
セ
加
へ
、
天
賓
十
載
孫
個
は
又
此
壽
に
本
づ
き
て
新
に
四
萬
二
千
八
十
三
字
を
壻
盆
し
て
廣
切
詢
（
略
し
て
巖
的
マ
J

も
云
ひ
又
唐
賄
ご
も
云
ふ
）
を
著
し
、
降
つ
て
宋
の
最
徳
四
年
に
は
陳
彰
年
等
に
命
し
大
宋
璽
修
廣
的
を
編
せ
し
む
0

蓋
．
拉
孫

訥
言
以
下
の
一
＿
一
書
は
皆
陸
法
言
切
的
に
本
く
も
の
に
し
て
其
間
多
少
の
相
述
ゐ
ら
ん
も
大
慨
に
於
て
同
じ
部
分
の
下
に
文
字
を

排
纂
せ
る
も
の
A
如
し
0

陸
法
再
切
詢
原
本
は
夙
に
侠
し
て
博
ら
す
但
源
順
の
和
名
頬
取
丞
抄
及
僧
信
瑞
の
浄
土
一
一
一
部
紐
音
義
中

に
引
け
る
侠
文
を
以
て
廣
約
に
比
較
す
れ
ば
茸
（
大
略
を
想
像
し
得
ら
る
。
＞
長
孫
訥
言
の
箋
注
本
も
孫
値
の
崩
約
も
既
に
完
本
セ

存
せ
す
。
前
者
は
近
年
・
敦
燎
よ
り
出
で
た
る
残
本
一
一
一
種
を
佛
國
國
民
岡
苦
館
に
存
し
．
後
布
は
消
の
藤
斧
が
巌
す
る
所
の
唐
寓

歿
本
あ
b
て
光
緒
舟
四
年
上
海
園
光
祉
に
影
問
せ
ら
れ
て
其
一
斑
を
這
ひ
得
る
に
す
ぎ
す
、
唯
大
宋
重
修
廣
約
の
み
は
今
は
倣

存
せ
り
0

又
大
宋
重
修
本
に
や
>
先
つ
こ
思
し
き
別
本
の
廣
的
一
種
の
り
其
編
者
は
朋
な
ら
す
。
初
に
孫
価
の
序
あ
る
も
豚
斧

載
唐
詢
マ
J

も
同
じ
か
ら
す
。
想
ふ
に
孫
価
以
後
切
的
を
校
壻
す
る
も
の
厳
賓
文
、
表
務
齊
陳
逍
固
あ
る
こ
マ
J

大
宋
重
修
本
の
首

に
見
た
れ
ば
、
恐
ら
く
は
此
等
の
内
何
れ
か
に
屈
す
べ
し
。
消
の
顧
炎
武
は
こ
の
組
者
不
詳
の
廣
的
セ
以
て
陸
法
言
の
切
的
R

こ

思
考
し
之
に
出
褒
し
て
更
に
＿
―
-
代
の
古
詢
に
糊
源
せ
ん
マ
J

せ
り
、
顧
炎
武
の
古
約
研
究
に
は
五
種
の
著
述
あ
り
、
詩
本
年
日
．
易
本

昔
．
唐
的
正
、
古
平
日
表
音
論
、
合
せ
て
昔
學
五
書
'
y
J

云
ふ
°
其
研
究
法
は
廣
的
セ
詩
易
の
押
的
に
よ
り
て
訂
正
す
る
こ
マ
J

に
よ
り

三
代
の
古
昔
セ
推
知
し
得
る
こ
云
ふ
に
あ
b
°
詩
本
昔
易
本
平
日
は
、
詩
経

Jゞ

易
y
J

の
押
的
を
検
出
せ
る
也
、
唐
約
正
は
廣
詞
セ

訂
正
せ
る
追
．
古
平
日
表
は
古
平
日
の
分
部
セ
定
る
也
．
而
し
て
昔
論
は
其
総
論
也
3

洞
代
古
昔
の
研
究
は
顧
炎
武
に
始
り
江
｀
水
に

1
1
0
 



つ
が
れ
、
江
永
lD
門
下
に
戴
震
畜
戴
震
の
門
に
王
念
孫
段
玉
裁
を
出
し
、
江
永
は
古
防
標
準
を
、
戴
震
は
詩
聾
類
及
墜
胞
表
を

段
玉
裁
は
六
書
昔
均
表
を
著
し
，
王
念
孫
は
未
だ
専
書
を
成
さ
ざ
る
も
其
研
究
の
大
略
は
王
引
之
の
罷
義
述
聞
中
に
紹
介
せ
ら

れ
て
、
各
一
家
言
を
立
つ
°
之
に
榔
應
し
て
曲
阜
の
孔
廣
森
、
敵
縣
の
江
有
詰
等
競
起
し
て
一
方
に
旗
織
を
立
て
ヽ
古
年
日
の
間

明
に
貢
献
す
る
所
多
し
0

古
約
研
究
に
志
す
る
も
の
は
先
づ
顧
氏
の
音
論
を
讀
み
次
に
段
玉
裁
六
書
昔
均
表
を
讀
み
而
し
て
後

諸
家
を
参
観
す
べ
し
°
消
儒
研
究
の
未
だ
叢
さ
ざ
る
所
は

H
本
の
漢
臭
音
及
漢
呉
平
日
以
外
の
古
年
日
層
唐
以
前
佛
経
の
翻
繹
語
等

よ
り
朋
に
し
得
べ
き
貼
も
少
か
ら
す
、
太
田
方
の
漢
呉
昔
闘
、
山
梨
租
川
の
説
文
緯
、
大
矢
透
氏
の
周
代
古
昔
考
等
も
参
考
の

債
ぁ
b
o

11 i
 

以
上
文
字
に
形
昔
義
の
三
面
あ
る
こ
ご
を
述
べ
た
り
、
こ
の
一
一
一
方
面
に
通
す
る
は
即
ち
訓
詰
の
學
に
通
す
る
所
以
也
、
然
れ

ざ
も
之
に
通
す
る
は
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
軍
に
其
一
面
を
開
拓
す
る
の
み
に
て
も
一
代
の
學
究
を
要
す
べ
し
°
従
て
吾
人
は

學
者
の
継
て
が
訓
詰
學
の
大
家
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
ご
は
主
張
せ
す
、
但
學
に
志
す
も
の
が
先
人
の
研
究
を
等
閑
に
付
せ
ざ
ら

ん
こ
こ
セ
望
む
也
3

先
進
苦
心
の
成
果
を
利
用
せ
ん
こ
こ
を
の
ぞ
む
也
0

如
何
に
し
て
先
人
の
成
果
を
利
用
し
得
べ
き
か
、
余
は

朱
駿
槃
の
設
文
通
訓
定
磐
を
利
用
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
す
A

む
る
也
3

こ
の
書
説
文
の
文
字
を
古
詢
の
分
部
に
従
っ
て
排
列
し
餌

字
の
下
先
づ
説
文
を
録
し
て
本
義
を
明
に
し
、
次
に
爾
雅
の
詰
訓
を
通
し
諸
書
の
注
語
を
博
引
し
て
其
派
生
義
セ
明
し
最
後
に

古
書
押
的
の
例
を
あ
つ
め
て
古
昔
を
さ
こ
ら
し
む
°
學
者
も
し
●
＜
此
の
書
を
利
用
し
得
ば
古
典
の
研
究
に
利
便
多
か
る
べ
し

既
に
書
籍
の
校
讐
精
善
な
る
を
得
て
、
讀
者
訓
詰
に
明
逹
す
る
9
J

き
は
，
讀
み
得
ざ
る
書
は
な
か
る
べ
き
理
な
り
0

然
れ
ざ

も
校
讐
の
資
料
は
常
に
完
全
を
期
し
難
く
し
て
、
而
も
文
字
の
訛
脱
章
句
の
錯
飢
は
古
書
の
免
れ
ざ
る
マ
J

こ
ろ
な
れ
ば
巽
本
の

五
、
正

訛



封
校
を
離
れ
て
訛

iLを
是
正
す
る
方
法
を
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
す
0

此
事
た
る
や
勿
論
讀
者
の
天
分
と
博
識
こ
に
よ
り
て
自
ら
刊

晰
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
し
て
、
抽
象
的
の
方
法
を
組
織
し
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
0

試
に
余
の
罷
験
す
る
所
に
披
り
て
論
す
れ

ば
，
訛
侃
を
是
正
す
る
に
は
先
訛
胤
の
由
て
起
る
所
以
を
窮
明
す
る
必
要
あ
り
0

訛
侃
の
起
る
所
以
は
書
籍
の
髪
遷
に
伴
ふ
て

種
々
の
場
合
あ
り
0

一
概
に
書
籍
の
菱
遷
ご
云
ふ
も
其
間
自
ら
一
1

一
面
の
髪
遷
あ
り
。
一
は
記
録
の
材
料
の
愛
遥
、
二
は
書
籍
形

式
の
褪
遷
、
三
は
文
字
の
褻
湿
也
u

殷
代
の
記
録
は
甲
骨
を
用
ひ
周
代
は
金
馬
を
用
ひ
、
秦
漢
に
は
竹
簡
ご
繍
素
を
併
用
し
魏

晉
以
後
は
専
ら
紙
を
用
ふ
此
れ
記
録
材
料
髪
遷
の
大
略
也
，
簡
策
の
制
菱
し
て
怨
子
本
ご
な
り
、
怨
子
本
の
制
菱
じ
て
折
本
こ

な
b
冊
本
マ
J

な
る
是
れ
書
籍
形
態
襲
遷
の
大
略
也
°
殷
契
よ
り
古
文
及
楠
文
に
5

憚
文
よ
h
秦
簗
に
、
秦
簗
よ
り
漢
隷
-
‘
A

漢
隷
よ

り
一
面
章
卿
及
紳
書
に
進
み
一
面
楷
盟
に
楷
慨
よ
り
行
書
に
髪
す
る
は
是
れ
字
形
菱
遷
の
大
略
也
。

簡
策
の
壽
に
於
て
誤
b
を
生
す
る
第
一
の
原
因
は
竹
簡
を
述
綴
す
る
草
或
は
糸
が
断
絶
す
る
こ
こ
に
よ
り
て
脱
簡
を
生
す
る

こ
こ
こ
之
を
改
編
す
る
に
常
り
て
簡
の
順
序
を
誤
る
こ
ご
と
な
り
0

漢
書
藝
文
志
術
書
の
條
に

劉
向
以
中
古
文
校
欧
陽
大
小
夏
侯
三
家
罷
文
、
酒
詰
脱
簡
一
、
召
詰
脱
簡
―
-
．
李
簡
二
十
五
字
者
、
脱
亦
二
十
五
字
、
簡
ニ

十
二
字
者
、
脱
亦
二
十
二
字
。

こ
あ
る
は
其
一
例
な
b
°
簡
策
を
罷
渦
し
た
る
古
典
脱
簡
マ
J

錯
簡
の
あ
る
こ
こ
は
豫
想
す
べ
き
也
3

毎
一
簡
の
字
敷
は
書
籍
の

種
類
に
よ
り
て
自
ら
定
敷
あ
れ
ば
．
文
脈
と
語
旬
の
連
絡
を
考
へ
こ
の
定
敷
の
倍
敷
セ
他
所
に
移
易
す
る
こ
マ
J

に
よ
り
て
錯
胤

を
訂
正
す
る
こ
マ
J

を
得
。

現
在
世
に
残
存
せ
る
怨
子
本
セ
逼
観
す
る
に
讀
者
誤
字
の
右
労
に
正
字
を
注
し
て
之
を
改
め
、
本
文
の
昔
或
は
義
を
行
労
に

記
入
せ
る
も
の
多
く
。
行
労
に
於
て
足
ら
ざ
る
こ
き
は
之
を
欄
外
に
記
し
．
或
は
紙
背
に
す
る
あ
b
°
而
し
て
後
人
が
此
種
寓

本
に
本
き
て
轄
寓
せ
る
場
合
に
は
労
記
の
文
字
或
は
欄
外
の
文
句
を
本
文
中
に
記
入
時
に
は
背
記
の
文
ま
で
が
本
文
に
窟
入
す

-

1

-

1

 



二
三

る
こ
マ
J

あ
り
0

轄
寓
本
或
は
轄
寓
本
に
淵
源
す
る
板
本
の
中
、
同
意
味
の
語
句
或
は
字
形
の
近
似
せ
る
文
字
が
無
意
義
に
介
在

せ
る
こ
マ
J

あ
る
は
皆
こ
の
労
記
の
文
字
が
京
入
せ
る
も
の
に
し
て
凡
て
怨
子
本
の
時
代
を
経
過
せ
る
古
典
に
あ
り
て
は
此
種
の

術
字
街
文
少
か
ら
す
0

讀
者
宜
し
く
前
後
の
文
脈
マ
J

句
法
こ
を
稽
へ
て
そ
の
蹴
入
を
剛
去
す
べ
し
。

早
稲
田
大
學
所
廠
奮
紗
證
記
十
本
疏
義
を
検
す
る
に
経
文
注
文
皆
疏
文
マ
占
同
大
の
文
字
を
以
て
記
し
唯
経
及
注
文
の
前
後
に

一
格
を
空
に
し
て
疏
文
ご
齢
別
せ
り
0

是
れ
古
は
必
す
し
も
注
及
疏
を
小
字
双
行
ご
し
て
罷
文
マ
J

駈
別
せ
ざ
り
し
明
證
に
し
て

此
種
寓
本
よ

b
紗
出
せ
る
轄
寓
本
に
は
往
々
経
文
中
に
注
或
は
疏
文
を
贔
入
す
る
こ
ご
少
か
ら
す
、
荘
子
等
の
難
讀
な
る
部
分

に
は
此
種
の
直
入
あ
る
が
如
し
。

凡
そ
印
刷
法
の
登
明
な
か

b
し
時
代
に
あ
b
て
は
讀
者
の
手
寓
せ
る
所
に
し
て
此
時
代
に
於
け
る
寓
本
の
多
く
は
原
本
を
前

に
備
へ
て
之
を
移
窺
せ
し
も
の
な
ら
ん
も
、
亦
同
時
に
多
く
の
副
本
を
作
る
必
要
あ
ろ
場
合
に
は
一
人
の
人
が
原
本
を
朗
讀
し

て
他
の
幾
人
か
ゞ
之
を
聴
書
せ
し
こ
こ
あ
り
と
想
像
せ
ら
る
。
文
選
魏
都
賦
注
に
劉
向
別
録
を
引
き
て

一
人
讀
書
、
校
其
上
下
得
謬
誤
、
為
校
。
一
人
持
本
、

一
人
讀
害
、
若
怨
家
相
封
、
為
讐
。

と
あ
る
は
、
誤
字
を
訂
正
す
る
に
常
り
看
て
正
す
こ
聴
て
正
す
マ
J

の
一
一
の
場
合
あ
る
を
云
ふ
も
の
に
し
て
＂
湖
本
を
作
る
場
合

に
も
亦
聴
取
し
て
紗
寓
す
る
こ
と
も
あ
り
得
べ
き
鬼
3

古
書
に
同
音
字
多
く
相
誤
る
は
此
場
合
殊
に
多
か
る
べ
し
0

之
に
反
し

て
看
て
紗
寓
す
る
場
合
に
は
形
似
の
字
多
く
相
誤
る
べ
し
°
而
し
て
其
原
本
が
簗
字
な
る
場
合
隷
字
な
る
場
合
、
牌
た
楷
字
紳

書
な
る
場
合
に
よ
b
て
、
そ
れ
人
＼
策
字
の
類
同
、
隷
字
の
近
似
、
楷
字
卿
字
の
類
似
に
よ
り
て
相
誤
る
こ
ご
を
豫
想
す
べ
し
。

従
て
一
文
を
讀
ん
で
意
味
文
脈
の
通
せ
ざ
る
場
合
に
は
、
其
同
昔
又
は
近
平
日
の
字
セ
考
へ
て
又
策
隷
楷
卿
等
各
憫
の
類
似
す
る

字
形
を
考
へ
て
、
其
前
後
の
文
に
封
し
て
尤
も
適
切
な
る
も
の
を
以
て
之
を
改
む
べ
き
批
。



以
上
古
書
校
讀
の
法
に
つ
き
て
略
叙
し
た
れ
ば
荘
に
輯
侠
の
業
を
設
く
べ
し
0

輯
侠
と
は
既
に
散
侠
せ
る
書
籍
の
他
書
に
引

用
せ
ら
れ
あ
る
語
句
セ
拮
拡
し
て
、
奮
形
の
一
斑
セ
窺
は
ん
こ
す
る
を
云
ふ
0

此
業
の
尤
も
登
逹
せ
る
は
消
朝
に
し
て
、
即
以

前
之
を
試
た
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ざ
も
。
彼
等
に
あ

b
て
は
其
出
所
を
明
記
せ
す
、
後
人
を
し
て
由
て
出
づ
る
所
を
知
る

能
は
ざ
ら
し
む
，
之
に
反
し
て
浩
儒
輯
侠
は
必
す
其
典
憐
を
明
か
に
し
片
言
を
も
の
こ
さ
ざ
ら
ん
ご
す
る
努
力
甚
大
な
る
も
の

ぁ
b
0
讀
に
於
て
初
め
て
輯
侠
の
業
セ
高
調
せ
る
は
朱
箔
畔
笥
也
乾
隆
中
遺
書
を
求
む
る
の
勅
下
る
や
朱
笥
河
は
翰
林
院
貯
蔵

永
築
大
典
中
に
古
書
を
引
け
る
も
の
多
き
を
以
て
之
を
捜
輯
し
藉
形
に
還
元
す
ぺ
苔
を
上
言
し
，
途
に
四
庫
館
の
開
設
ご
な
れ

b
0
四
庫
全
害
中
永
築
大
典
本
マ
」
稽
す
る
も
の
は
即
朱
笥
河
の
計
蓋
に
よ
り
て
輯
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
其
敷
二
百
七
十
部

六
、
輯

侠

問
刷
の
起
h
て
寓
本
に
代
る
や
、
書
籍
を
刻
す
る
も
の
往
々
助
字
を
刊
落
し
て
、
原
文
の
意
味
を
晦
澁
に
沼
ら
し
む
る
も
の

あ
る
は
濤
古
宴
本
ご
刻
本
こ
を
比
校
す
る
も
の
A

直
に
心
付
く
所
な

b°

箪
に
刻
本
の
み
を
以
て
古
書
を
讀
ま
ん
ご
す
る
に
は

此
貼
も
亦
留
意
す
べ
き
な
り
。

以
上
は
書
籍
の
褪
遷
に
伴
ふ
て
起
る
訛
誤
錯
飢
の
一
斑
ご
其
是
正
の
用
意
マ
J

を
述
べ
た

b
"
然
れ
ざ
も
誤
謬
は
必
す
し
も
右

の
如
き
原
因
の
み
に
よ
る
も
の
に
あ
ら
す
0

時
に
は
寓
す
人
の
錯
覺
に
よ
り
て
誤
脱
す
る
あ
り
顛
倒
す
る
あ
り
、
誤
術
す
る
あ

b
て
、
此
等
は
常
に
上
下
思
想
の
連
絡
'
y
J

句
法
こ
に
注
意
す
る
こ

Jゞ

に
よ
り
訂
正
し
得
る
こ
こ
多
し
。
又
時
に
は
注
文
に
よ
り

本
文
の
誤
を
正
し
得
る
こ
マ
J

あ
り
又
艇
文
に
よ
り
て
注
文
を
正
し
得
る
こ
マ
J

も
あ
り
、
殊
に
押
胞
UJ
文
に
あ
b
て
は
約
脚
に
よ

b
て
錯
胤
を
正
し
得
る
こ
マ
」
多
し
0

誤
謬
の
種
々
の
瘍
合
を
知
ら
ん
ご
欲
す
れ
ば
、
愈
樹
古
害
疑
義
畢
例
を
精
讀
す
ぺ
し
0

形

態
の
近
似
せ
る
が
為
に
誤
れ
る
例
は
王
引
之
の
経
義
述
聞
中
に
列
畢
せ

b
奉
観
す
べ
し
。

ニ
四



七
、
結

余
は
開
請
の
初
に
嘗
り
府
末
の
漢
學
は
支
那
に
於
て
登
逹
せ
る
學
問
藪
術
等
の
歴
史
を
組
絨
す
る
の
目
的
と
す
べ
き
こ
マ
」
を

述
べ
、
後
敷
回
に

iB-b
て
，
其
資
料
の
研
究
法
マ
J

散
侠
せ
る
材
料
を
蒐
集
す
ぺ
き
こ
マ
J

を
論
せ
り
0

學
者
も
し
個
々
の
資
料
を

論

二
五

に
及
べ
b

0

是
に
於
て
好
古
の
士
其
風
を
欣
び
務
め
て
輯
侠
の
業
に
従
ふ
も
の
多
さ
を
加
ふ
0

殊
に
朱
笥
河
に
親
炎
せ
る
學
者

余
爾
客
、
任
大
椿
｀
孫
屋
術
の
徒
は
此
方
面
に
於
て
不
朽
の
功
績
‘
ぜ
の
こ
せ
り
。
繭
客
に
古
続
解
鈎
沈
こ
稲
す
る
書
あ
り
、
罷
注

の
侠
せ
る
も
の
を
輯
め
て
こ
の
編
を
な
せ
り
、
贈
客
の
同
門
に
江
聾
モ
鳴
盛
あ

b
、
江
は
肉
書
馬
鄭
の
注
を
集
め
て
今
文
肉
書

昔
疏
を
著
し
千
載
の
絶
學
再
び
興
る
に
幾
し
、
王
は
馬
鄭
王
粛
の
注
を
集
め
て
術
書
後
案
を
作
b
孫
星
術
亦
商
書
古
今
文
集
疏

の
著
あ
り
共
に
肉
害
の
研
究
に
貢
献
す
る
所
多
し
0

任
大
椿
に
小
學
鉤
沈
の
編
あ
り
、
字
害
約
害
の
侠
文
を
あ
つ
め
て
此
編
を

な
す
其
功
余
籟
客
の
古
繰
解
鈎
沈
に
次
ぐ
Q

蓋
し
消
朝
學
術
の
成
果
は
、
半
ば
輯
侠
の
功
に
よ
る
ご
云
ふ
も
過
言
に
あ
ら
す
。

然
り
而
し
て
其
輯
侠
の
尤
も
大
な
る
も
の
を
畢
れ
ば
馬
國
翰
の
玉
函
山
房
輯
侠
書
マ
J

厳
可
均
の
全
上
古
一
二
代
秦
漢
六
朝
文
を
推

す
°
玉
函
山
房
輯
侠
書
ご
経
史
子
一
一
一
部
に
わ
た
り
て
，
侠
書
を
あ
っ
む
る
も
の
五
百
八
十
種
、
唯
集
部
は
興
ら
す
°
集
部
の
為

に
輯
侠
を
企
て
た
る
は
厳
可
均
也
｀
厳
可
均
の
書
は
上
古
よ
り
六
朝
末
に
至
る
諸
名
家
に
し
て
荀
く
も
他
書
に
引
用
さ
る
ヽ
も

の
は
詩
文
を
論
せ
す
晰
簡
を
問
は
す
盤
く
其
名
の
下
に
集
め
た
る
も
の
に
し
て
無
慮
敷
千
種
に
及
ぶ
0

清
儒
の
考
訂
に
精
な
る

も
の
時
に
馬
厳
の
書
に
不
滴
の
言
を
な
す
あ
る
も
、
此
れ
固
よ
り
鴻
璧
の
徴
瑕
、
其
功
績
を
蔽
ふ
に
足
ら
す
、
蓋
し
一
部
一
部

害
に
つ
き
て
涎
に
精
善
な
る
輯
侠
害
は
枚
學
に
追
あ
ら
ざ
れ
＜
r
も
、
其
敷
の
多
き
は
一
一
家
に
越
ゆ
る
も
の
な
し
o

.

消
儒
輯
侠
の
放
績
は
如
斯
大
な
る
も
、
其
材
料
に
於
て
閾
く
る
所
あ
り
、
若
し
本
所
偲
の
奮
書
に
よ
り
て
之
を
補
ふ
を
得
ぱ

其
學
に
｛
盆
あ
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
べ
し
。



研
究
し
て
其
結
果
を
地
理
を
背
最
と
し
て
時
代
の
前
後
に
従
っ
て
配
列
し
前
後
り
闊
係
セ
説
朋
し
得
れ
ば
荘
に
其
目
的
は
威
就

せ
ら
る
べ
し
°
然
り
而
し
て
此
れ
が
排
列
を
試
に
嘗
り
て
は
先
づ
、
支
那
の
歴
史
y
J

地
理
こ
に
通
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
°
故
に
今

結
論
ご
し
て
歴
史
地
理
の
概
念
を
得
る
方
法
を
論
述
す
ぺ
し
。

支
那
歴
代
の
歴
史
に
廿
四
史
め

b
，
延
に
近
年
祠
邪
涵
の
新
元
史
一
を
増
し
て
廿
五
史
こ
稲
す
0

も
し
之
セ
精
讀
す
れ
ば
、

一
史
に
通
す
る
も
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
況
や
廿
五
史
お
や
0

然
れ
ざ
も
之
を
簡
約
せ
る
十
入
史
賂
の
類
セ
讀
む
も
學
に
盆
な

<
｀
近
時
刊
行
せ
ら
る
東
洋
史
の
類
を
あ
さ
る
も
登
明
す
る
所
は
多
か
ら
す
。
余
は
私
に
謂
ら
く
、
廿
五
史
は
通
讀
す
る
に
及

ば
す
唯
必
要
な
る
部
分
を
選
び
て
精
讀
す
ぺ
し
0

即
儒
學
史
を
研
究
す
る
者
は
蒻
文
志
罷
藉
志
ご
儒
林
偵
逍
學
博
セ
精
讀
し
必

要
に
應
し
列
偲
中
の
二
＿
＿
＿
を
讀
む
ぺ
し
、
文
學
史
を
研
究
せ
ん
マ
J

す
る
人
は
債
林
博
に
換
る
に
文
ナ
怨
博
を
以
て
す
ぺ
し
≫
純
清

史
を
研
め
ん
さ
す
れ
ば
食
貨
志
の
類
を
摘
出
し
て
精
讀
す
ぺ
し
0

か
く
の
如
く
選
揮
し
て
熱
讀
す
る
と
き
は
全
部
を
粗
漏
通
讀

す
る
に
ま
さ
る
≫
曰
密
れ
勢
少
な
く
し
て
功
多
さ
法
狐
，
も
し
廿
五
史
セ
自
ら
購
ふ
能
は
ざ
れ
ば
繭
書
館
等
に
つ
§
必
要
な
る
部

分
を
手
猛
す
る
も
難
事
に
あ
ら
す
。
か
く
て
史
を
讀
み
終
ら
ぱ
馬
端
臨
の
文
献
通
考
セ
讀
む
べ
し
轟
此
書
亦
浩
禰
全
篇
と
通
讀

す
る
を
要
せ
す
．
學
者
宜
し
く
其
目
次
セ
檄
し
て
適
宜
取
捨
す
べ
し
0

、

地
理
の
書
亦
汗
牛
充
棟
・
通
志
府
縣
志
の
類
―
―
敦
へ
末
れ
ば
吾
輩
を
代
る
も
限
り
な
か
ら
む
．
余
の
祁
見
セ
以
て
す
れ
ば

地
理
害
は
多
く
見
る
を
要
せ
す
0

唯
顧
胤
両
の
讀
史
方
輿
紀
要
を
讀
む
べ
し
0

此
害
怨
峡
亦
大
。
通
讀
に
易
か
ら
す
學
者
先
づ

其
歴
代
州
城
形
勢
を
讀
み
次
に
各
地
の
総
論
を
讀
む
ぺ
し
、
其
地
名
を
列
畢
し
て
細
注
セ
加
ふ
る
部
分
は
必
す
し
も
讀
ま
す
亀

も
し
地
名
の
方
虞
セ
詳
に
せ
ざ
る
も
の
に
會
す
れ
ば
李
申
苔
地
理
志
約
セ
編
檄
し
而
し
て
後
記
婆
を
披
見
す
べ
し
。
紀
要
の
足

ら
ざ
る
あ
る
ご
き
は
初
め
て
他
書
の
尋
檄
す
ぺ
し
，
是
れ
地
理
を
専
攻
せ
ざ
る
も
の
ヽ
地
理
書
セ
讀
む
秘
訣
也
3

地
理
書
を
譲

む
亦
地
闘
を
差
看
す
る
を
要
す
，
支
那
歴
代
地
理
の
沿
革
を
畑
る
に
は
楊
守
敬
の
輿
地
岡
尤
も
可
。

ニ
大



予
字
の
詩
中
に
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の
は
、
（
一
）
純
粋
の
欺
字
ご
し
て
、
（
二
）
介
字
と
し
て
｀
（
三
）
於
是
ご
訓
し
て
歎
字
的
に
用
ひ

ら
る
ヽ
も
の
、
―
―
一
種
で
あ
る
〗

（
一
）
純
粋
の
歎
字
マ
J

し
て
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の

千
字
は
限
獨
に
用
ひ
ら
る
ヽ
こ
こ
な
く
し
て
、
常
に
磋
字
ご
連
用
せ
ら
る
。

（
イ
）
子
嵯
（
麟
趾
）
子
嵯
麟
分

一
、
「
詩
」
中
に
於
け
る
雨
字
の
用
法

「
子
」
「
於
」
雨
字
の
古
晋
に
就
い

財 て

二
七 津

愛

象

以
上
論
す
る
所
を
要
約
す
れ
ば
、
凡
て
歴
史
的
研
究
は
箇
々
の
文
献
を
精
密
に
攻
究
し
た
る
後
、
之
を
地
理
と
背
景
と
し
時

代
の
線
索
に
よ
り
て
連
絡
す
る
に
あ
り
ご
云
ふ
に
す
ぎ
す
0

然
れ
ざ
も
之
は
寧
ろ
理
想
論
に
近
く
賓
行
に
易
か
ら
す
0

尤
も
賓

行
ー
易
き
方
法
は
先
づ

nれ
の
研
究
せ
ん
ご
志
す
方
面
の
先
進
の
著
述
を
一
讀
し
、
其
人
名
、
地
名
、
書
名
の
熟
知
せ
ざ
る
も
の

に
遇
ふ
毎
に
、
之
を
廿
四
史
の
列
偲
．
方
輿
紀
要
、
及
び
四
庫
全
害
提
要
に
参
観
し
て
、
先
進
の
著
述
に
誤
な
き
や
否
や
を
考

へ
、
か
く
し
て
其
焚
逹
の
脱
要
を
會
得
し
た
る
後
W

特
種
材
料
を
研
究
し
て
既
得
の
知
識
を
進
化
せ
し
む
る
を
便
こ
す
0

若
し

支
那
文
學
史
を
研
究
せ
ん
マ
J

す
れ
ば
王
夢
曾
の
中
國
文
學
史
、
罷
學
史
を
究
め
ん
と
欲
す
れ
ば
皮
錫
瑞
の
罷
學
歴
史
な
ざ
好
入

門
害
な
る
べ
し
。




